
 
文化創造計画のスケジュール・プラン 

前   期（平成１７年度から平成 24年度まで） 区  分 
 
 
主要施策 

・基本方針の策定 

・計画期間を３年ごとのマネージメント・サイクルを基本としたソフト事業（(1)歴史文化の掘り起こし事業、(2)文化活動支援事業及び(3)

文化の人材育成事業）の実施 

・ハード事業（(4)施設等の整備事業、(5)資料整理とデジタル化事業及び(6)情報ネットワークの構築事業）の基盤整備 

・後期スケジュール・プランの策定 

 
 
摘        要 

年 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度

        (1)歴史文化の掘り起

こし事業 

・左記の事業は、文化創造計画第 4 章第 2 項の主要

施策に基づき実施すること。 

(2)文化活動支援事業         

(3)文化の人材育成事

業 

        

・事業相互間の連携に留意し、相乗効果を高めるよう

に努めること。 

・国、県等の補助メニューの活用に努めること。 

山陰歴史館 

整備事業 

        

美術館整備

事業 

        

図書館整備

事業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・整備方針、基本設計などの策定過程を公開し、市民

の意見や提案を考慮しながら、策定事務を進めるよ

うに努めること。 

・本市の財政状況等を勘案し、計画的な推進に努める

こと。 

 
埋文センタ

ー整備事業 

        ・施設整備後の、山陰歴史館、福市考古資料館及び 

 淀江歴史民俗資料館との連携強化を図ること。 

 

 

 

(4)施設 

等の 

整備 

事業 

 

 

 

伯耆古代の

丘整備事業  
     

 
 ※基本計画の策定    平成 12年度 

 整備工事着工    平成 16年度 
(5)歴史資料の整理と

デジタル化事業 

 ・資料整理事業  

・DA化事業 

     

 

・DA化及び情報ネットワーク化を前提とした資料整

理に留意すること。 

(6)情報ネットワーク

の構築事業 

   

 

     ・情報発信、観光行政との連携や広域的な視点を含め

検討すること。 

・平成 19 年度から平成 21 年度までの 3 ヵ

年の事業の進捗状況と評価を踏まえ、第 2

期の事業を策定及び実施 

・米子の宝探し、史跡台帳作り、史跡選定、

シンポジウム、フォト展、コンサートなど

のソフト事業の実施 

・文化施設やソフト事業と連携を図りながら

人づくり事業の実施 

整備方針（ハード・ソフト）⇒基本・実施設計⇒施設整備 

整備方針（ハード・ソフト）⇒基本・実施設計⇒施設整備 

整備方針（ハード・ソフト）⇒基本・実施設計⇒施設整備 

施設整備（3ヵ年） 

伯耆古代の丘整備事業（用地購入、史跡整備及びびガイダンス施設の設置） 向山古墳の整備 

 

検討部会の設置⇒システム開発及び設計⇒システムの構築 


